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令和 6 年 11 月 29 日（金） 

株式会社ヒューマンケア― 

ラポール菅生 



ラポール菅生 運営理念 

～あなたらしく過ごせる家～ 

① 清潔で居心地の良い空間 

② 明るい笑顔と親切な心 

③ その人らしく自由に 

 

1. 運営状況報告 

（令和 6 年 11 月 27 日現在） 

●入居者数  （定員 27 名）          ●男女比 

1 階 ユニット 9 名 

2 階 ユニット 9 名 

3 階 ユニット 9 名 

合  計 27 名 

 

●平均要介護度 ： 2.89 

 

  

  

  

 

   

  

 

  

 

● 平均年齢  ： 88.6 歳        ● 居室稼働率 ： 97.8％ 

                                 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

男性 4 名 

女性 23 名 



（1）10 月に 1 名様の退居がありました。 

（1）11 月に 1 名様の入居があり満床（27 床）を継続しています。 
 

令 和 6 年 度  

10 月・11 月 

入居者（新規）     退去者 

1 名      1 名 
 

 

●職員配置      25 名・・・施設長含まず。 

  ユニット 正社員 パート 嘱託 派遣 

1 階 2 名 4 名 1 名 1 名 

2 階 0 名 8 名   

3 階 0 名 9 名   

合  計 2 名 21 名 1 名 1 名 

 

●入退職者 

令 和 6 年 度  

10 月・11 月 

入職者     退職者 

1 名      0 名 

（1）10 月にユニット 1 に派遣職員（夜勤専従）を雇い入れました。 

（2）12 月に 2 名のパート職員の入職が決まっています。 

 

 

2. 事故報告 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



（1）トピック 

 この 2 カ月で転倒事故が特出して目立っています。トピックとして挙げると、 

 この転倒件数の中に 1 名、急速な認知症の進行と身体能力の低下がみられる方がいらっ

しゃいます。認知症はアルツハイマー型を始め、レビー小体型、前頭側頭型、脳血管性 

を代表として複数の型があり、それによって進行の仕方も違うと言われています。1 番多

いとされているアルツハイマー型は他の認知症と比べ、病状が比較的ゆっくりと慢性的

に進行していくとされています。この方は、アルツハイマー型とされていますが、今春以

降、日常動作に介助を要する状態が加速度的に増えています。個人の持つ内外的な疾患、

薬の影響、体力、性格、環境変化、ストレス等々の複数の要因が複雑に絡み合い、何がキ

ッカケとなって認知症が進行しているか特定することは難しいですが、一般論は基礎知

識として念頭に置き、病状の出現の仕方は千差万別であることを忘れずに、「この病気に

はこの対応をすれば良い」ではなく、あくまでも個別性を重んじていくことを大切に、こ

の人にはどんなケアが必要なのかを職員で話し合い、次の事故防止に繋げて行きたいと

考えています。 

 

3. 行事報告 

（1）令和 6 年度 実績 

月 行事名 内容・目的 

10 月 

 

運動会 

ハロウィン 

 

玉入れ、ボール運び、菓子パン喰い（取り）競争など 

複数の競技を楽しみながら、身体を動かして残存能力

を引き出す。イベントで交流促進を狙う。 

昨年はご家族様をお招きして、  

地域交流室にて運動会を開催しま  

した。今年は感染症の流行や事前  

準備が間に合わないため、各フロ   

アで職員と入居者様のみで開催し   

ました。身体を動かし声も出すこ   

とで、皆さんとても晴れやかな表  

情をされていました。ご家族様か 

ら「今年は参加型の運動会はおこ  

なわないのですか？」とのお声も 

いただきました。楽しみにして下 

さっている事、協力のお気持ちに 

感謝して、行事委員は来年の開催 

に向けて意気込んでいます。 

 



月 行事名 内容・目的 

11 月 

 

紅葉散策 

ドライブ・お買い物 

寿司行事食 

秋の気配を感じ取りに公園を散策、地域のスーパーで

買い物するなど、地域資源を活かした外出をおこない 

社会との繋がりを感じて頂く。 

車でドライブに出かけ、近くの   

菅生緑地で車を降りて公園を散策   

して、色づく木々を眺め、乾いた 

秋風を浴びて、季節の移ろいを感  

じていただきました。のんびりと 

した時間を過ごしていただき、 

柔らかなとても良い表情を写真に 

残すことができました。自分たち  

のおやつを選びにドライブがてら 

スーパーで買い物をしていただき 

ました。暫く買い物などしていな 

い方が大多数ですので戸惑われて 

いましたが、次第に楽しんでいる 

雰囲気が伝わってきました。 

 

 

4. その他 

1）運営指導 

日時：10 月 3 日（木）10 時～15 時 

ラポール菅生が開所してから初回の運営指導がおこなわれました。 

川崎市の指導員 3 名でグループホームの運営基準に係る書類を確認と施設長へのヒアリン

グ、施設内のラウンドがおこなわれました。 

結果；文書指導 

内容は次のようになります。 

「運営推進会議の実施について、令和５年 5 月 7 日以降は感染症等による臨時的な取り扱

い（書面開催）は認められず、通常開催（テレビ電話装置等を活用しても可）が求められて

いる。しかし令和５年 12 月及び 1 月の開催について書面開催であったことが確認された。 

以後、通常開催をおこなうための改善報告書の提出を求める。」 

 

令和 5 年第６回からは通常開催を再開していますので、引き続き委員の皆様のご協力を得

ながら通常開催をおこなってまいりたいと思います。感染症発生時などはラインを活用す

るなど、オンライン開催に向けた環境調整のご相談ができればと考えています。 



2）川崎市相談員派遣事業 

11 月より標記事業の取り組みを開始しています。 

令和 6 年 11 月～令和 7 年 4 月の 6 か月間、１月に 1 回、1 日 2 時間のスケジュールで介護

相談員（川崎市委託職員）が施設に来訪、入居者や職員から生活、業務に関する悩み等をヒ

アリング、その内容を施設と協議して、より良い運営を目指すといった事業概要となります。 

 

3) 宮前警察出張 緊縛強盗・特殊詐欺 予防法講習会 

11 月 20 日（水）に、緊縛強盗や特殊詐欺について地域の皆様が被害にあわないよう、予

防・対策に関して、宮前警察署 生活安全課をお招きし、セミナーを開催しました。 

地域密着型介護サービス事業所として、地域貢献への取り組みを少しずつ始めています。 

 

5. 次回運営推進会議予定 

令和 6 年度 第５回を 1 月後半開催の予定で調整させていただきたく思います。 

会議は欠席者多数の場合や、感染症の流行状況、社会情勢によっては変更となる場合がござ

います。その際にはあらためてご連絡致します。 



令和 6 年 12月 15日

　下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

　　

浜かおり　様 利用者家族利用者又は利用者の家族

臼井克典　様 利用者又は利用者の家族

市の職員又は地域包括支援センターの職員
鷲ヶ峰地域包括支援センター　事業

長足立亮一様

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

佐野健二 事業所職員 介護事業部課長

運営推進会議開催報告書

事業所名 ラポール菅生

所在地 神奈川県川崎市宮前区菅生6-33-17

サービス種別 認知症対応型共同生活介護

１．基本情報

担当者 岩崎林太郎 連絡先 044-872-8488

利用者家族

運営法人 株式会社ヒューマンケア―

岩崎林太郎 事業所職員 施設長

２．開催日時・場所

日時 令和6年11月29日10時30分～11時30分 場所 ラポール菅生　地域交流スペース

３．出席者

別紙（会議レジュメ）のとおり

（裏面あり）

４．活動状況報告



浜様
1.行事報告について
初期と比べると施設として取り組まれていることが家族に伝わるようになってきていると感じます。
大変でしょうけどお便りを頂いたりして工夫されていると思います。

2.その他　感染症等が発生した場合の運営推進会議開催方法について
説明頂ければZOOMでも大丈夫です。自宅にはWifi環境もあります。

臼井様
1.その他　講習会について
今回行われた講習会の様に、集客のため広報が必要な時には以前お伝えした「ふらっと宮前」という
ポータルサイトの掲示板載せておくのも良いと思います。

2.その他　感染症等が発生した場合の運営推進会議開催方法について
ZOOMでいいんじゃないでしょうか。苦手な方もダウンロードをするだけで説明差し上げれば簡単ですよ。

足立様
1.その他　講習会について
地域包括支援センターとしてアドバイスするのであれば、続けて同じ内容にならないこと、
健康に関わることは高齢者に人気があります。開催する曜日や時間帯によっても集まる客層は変わってくるので、
試行錯誤が必要です。広報は自治会の回覧板や掲示板を活用したりもしています。
回覧板は2～3週間かけて周っていくので、その期間を考慮して依頼することが大切です。

2.その他　感染症等が発生した場合の運営推進会議開催方法について
ZOOMが一般的ですよね。他事業所の運営推進会議で実績はありませんが都合がつけば対応可能です。

3.その他　鷲ヶ峰地域包括支援センターの役割について
Q.障害者の相談事をしたい時の窓口は鷲ヶ峰地域包括支援センターではない？（岩崎）
心身の健康の維持、保健福祉・医療・権利擁護等、地域の高齢者の及びそのご家族の生活に関わる不安や疑問に
ついて必要な援助及び支援を行います。あくまでも「高齢者」が対象になっているので「障害」の場合は地域相談
センターが窓口になります。この付近だと神木本町に「れもん」さんがあります。

1.行事活動について
毎月の請求書・領収書の送付に同封してお便りを送らせていただいています。
スタッフが業務の合間に手作りで作成しているため、間に合わない月もありますが、
労いと好評のお言葉をいただきスタッフも喜んでいます。お便りの発行やHPへの情報掲載など、
広報活動を継続してまいります。

2.その他　感染症等が発生した場合の運営推進会議開催方法について
各委員の意見を踏まえ、感染症等が発生した場合の運営推進会議開催についてはZOOM（WEB会議サービス）を
利用して開催することと致します。開催時にはラポール菅生がホストとなり皆様に招待メールを送信致します。
今後のタスクとして、各委員のメールアドレスを収集、デバイスがスマートフォンの方にはzoomアプリを
インストールして頂くことが必要となりますので、ご案内の際にはご協力をお願い致します。

3.その他　鷲ヶ峰地域包括支援センターの役割について
ご教示いただきありがとうございました。質問させていただいた経緯について改めて議事録に記録致します。
11月中旬の夕方、ラポール菅生に40～50代と思われる男性が来訪されました。お話を伺うと他県より引っ越され、
まだ日も浅い様子。障碍者認定を受けていらっしゃるということ。散歩がてらに歩き回っていたら少し遠くまで来て
しまった。グループホームという看板をみて尋ねたのだが話を聞いてもらえないだろうか。との内容でした。
当日は結果として地域包括支援センターへご案内したのですが、介護職員であっても高齢者と障碍者へのサービス
の違い、窓口の違い、地域包括支援センターの役割等について知識不足なことがありましたので、
ご質問させていただきました。

6．評価・意見・要望に対する考え・取組

５．活動状況に関する評価・意見・要望



蔵敷自治会長　森川様　やむを得ないご事情のためご欠席

次回　運営推進会議予定
・令和7年1月30日（木）10：30予定

８．その他特記事項

７．地域からの情報提供

特になし
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